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➢ 2024年 3月 9, 10日 第 4回 JACS-NEXT中国四国支部ホットスプリングセミナー（松山） 

本研究会の趣旨は、呼吸器外科領域で経験した「失敗・反省症例」の問題点を挙げ、どうすれば改善できる

かを議論する事でした。各施設から、治療や方針決定に難渋した一般演題を発表頂き、更に中国四国支部

アドバイザーである鳥取大学・中村廣繁先生より、「みんなで考えよう！呼吸器外科における安全文化」と

題した特別講演を賜りました。一般演題では白熱した議論が交わされ、特別講演では“安全な手術とは何

か？安全な手術を行うために我々が考えるべき事は何か？”“チームビルディングの重要性”を実際の症例

を通して解説して頂き、感銘を受けました。 

また本企画のもう 1つの趣旨は、研究会後に懇親会を開催し、若手呼吸器外科医の繋がりを更に深める事

でした。松山・道後（愛媛県）で開催し、研究会 30 名、懇親会 26 名の参加者を迎え、大変盛況な会となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 2024年 7月 19, 20日 第 62回日本肺癌学会 中国四国支部学術集会（米子） 

「術中・周術期トラブル ～決めろ！リカバリーショット～」 

昨年に引き続き、術中・周術期のトラブルに対し、NEXT世代がどのように方針決定・対策をして自らリカバ

リーを決めたか、というテーマで発表・討論を行いました。術後合併症の対応に苦慮した症例や、肺動脈出

血時の各施設の取り組みや工夫、ストラテジーを共有し、呼吸器外科医としてステップアップ出来る良い機

会でした。白熱した企画の後は米子の街で、意見交換を兼ねた懇親会を開催し、更に中四国の呼吸器外

科医の同志達と親睦を深める事が出来ました！ 


